
（別紙３）

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 35 （回答者数） 25

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 9 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員一人一人の専門的なスキル向上及び経験値を増やして
いくことで活動内容の充実化を図りたいと思います。

・保護者及び児童への聞き取りを丁寧に行い、ご家族に寄り
添った支援内容の提供をしていきたいと思います。

2

・担当職員が固定化しすぎないように、定期的にローテー
ションで担当を変えて全職員が様々な角度から児童の発達面
を支援できるよう職員同士の会議を定期的に行い、情報共有
を密にとっていきたいと思います。

3

・保護者及び児童にとって意味のある内容になるよう保護者
の意向を丁寧に聞き取りを行っていきたいと思います。
・社会とのつながりを意識し、より広い範囲で自立支援がで
きるよう地域資源や活動先を探していきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・定期的に様々な教材、遊具のリニューアルを検討し、必要
に応じて新しく調達したりDIYを行いたいと思います。

2
・チーム全体でスキルを向上させていき、
・事業所として不足している部分は、医療機関など外部との
連携を大切にして学びにつなげていきたいと思います。

3
・学期ごとに連携を行い、電話や面談を通じて児童の様子を
伺い、必要に応じて個別支援計画の共有や困りごとに対する
情報連携を行いたいと思います。

固定化されていないメリハリのある活動内容・外出時における
自立支援

・５領域を意識した総合的な支援を集団及び個別支援として提
供している。
・１か月単位で月案を計画し、毎日違う活動を提供している。
・児童の希望する活動や経験、ご褒美内容の聞き取りを行い、
実際に取り入れている。

年齢や学年、特性に応じて支援内容を区別している。
・年齢や学年に応じたグループ別を行い、それぞれに適した支
援内容・活動内容を取り入れている。
・月一で全学年合同で過ごす活動として交流会を実施。

家族支援や地域・社会との連携を意識した活動の実施。
・保護者同士の交流会、家族を招いたキッズマルシェや夏祭
り、心理士を招いて保護者向けの研修会の実施。
・親子参加型の野球観戦イベントの実施。

・学校によっては担任の先生と定期的な連携が取れておらず、
児童の様子を把握する上では不十分である。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の関係機関との連携不足

・児童に合わせて環境整備の更新や設備維持・修理が追いつか
ないことがある。
・運動面においては、アイテム調達・スペース確保・個別に必
要な遊具が足りない。

職員一人一人のさらなる専門性スキルの向上とチームとしての
連携

・それぞれの経験や専門的な経験が異なるため、見立てや意見
の共有やすり合わせが必要。

環境整備、教材の質

2025年　3月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　4月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　スパークキッズ

○保護者評価実施期間 2025年　3月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


